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l まえがき

古い武蔵野の面影をとどめていた白金御料地は，第 2

次世界大戦後の動乱に続く 食糧難時代に至り， 都内の各

公園等と同様，板塀ははがされ， 一部は水田や畠として

使用され，出入り自由にな った。それでも， 御料地内の

大部分は林に覆われ，武蔵野の面影を随所にとどめてい

たことから，昭和24年，この地域全域を天然記念物とし

て指定し，この古い武蔵野の自然を長く 後世に残すと同

時三一般に公開する目的をも って，自然教育園が発足 し

た。なお，当時の水田や畠は．水生植物教材園や武蔵野

権物教材園などの教育施設あるいは本部建物の敷地とし

て活用されたほかは， 他の大部分の自然林と同様に自然

の遜移にまかせられ，今なお，自然教育園生態系として

保護管理されている。

自然教育園こん虫目録は， ug和24年，古川晴男博士，

長谷川仁博士，奥谷禎一博士によ って調査され，その

後，当時本園職員であった，鶴田総一郎，北岡茂男，名

倉卯之による調査とあわせ，昭和27年，国立自然教育園

動物目録第 I集，昆虫綱として取りまとめられている。

その後は，本園職員の先輩各位の目態記録がある程度の

ほか， 2～3の目についての目録が ｜自然教育園の生物

群集に関する調査報告」にあるにすぎない。

一方，ここ20年間ほどの自然教育園をとりまく環境

は，ますます都市化の傾向が進み，現在は，縁の孤島と

なっているといっても過言ではない。

そこで，とりあえず， 1971年圏内のチョウ類の目撃記

録を本国研究員らの協力を得て実施したので，過去の記

録も合わせ，ょこに報告したい。

II 蝶類目録

本目録は，国立自然教育園動物目録第 l；集昆 虫綱

〔1952）と 1971年に実施した目撃記録とを基にし，ま

た．その問に記録されているものをつけ加えである。

なお，種名の配列．学名，和名は，北隆館の原色日本

蝶類図鑑 （1965〕によった。

LEPI DOPTERA 鱗麹目

HESPERlOAE セセリチョウ科

Erynnis montanus Bremer 

ミヤマセセリ

極稀，本闘では， 1952年まで記録があるが，その後の

記録は明らかではなし、。しかし， 1958年に観察

されて以来， 今回の調査にも出現しなかった。

なお， 食草であるクヌギ ・コナラは現在でも本

園に生育している。

Daimio tethys Menetnむ

ダイミョウセセリ

極稀， 1959年頃まで毎年記録されていたが， 1967年

秋，食草閣のヤ ＂＜ Iイモに幼虫が観察されて以

来認められていない。今回の調査でも観察され

なかった。

Potanthus flavum Murray 

キマダラセセリ

普通，現在でも 6～10月に，も っとも数多く見られる

種の lつで，幼虫は， ススキ，チカラシパを多

く食べる。

Thoressa varia札1urray

コチャバネセセリ

普通，前種と同様6～10月頃まで普通に多く見られる

種で，本部建物周辺，武蔵野植物教材園等に多

し、。

Polytremis pellucida Murray 

オオチャパネセセリ

普通， 6片～10月頃まで多く認められ，幼虫はクマザ

サのほかススキなども食べる。

Pelopidas mathias oberthuri Evans 

チャバネセセリ

普通；現在もよく見られ，オオチャバネセセリより数
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が多い。

Parnara guttata Bremer et Grey 

イチモンジセセリ

普通，上記 4種と同様，閣内にも っとも普通にみ ら

れ，秋期の方が成illの個｛本数は多い。

PAPILIONIDAE アゲハチョウ科

Graphium sarpedon nipponum Fruhstorfer 

アオスジアゲノ、

普通. 6月～9月に出現し，圏内のクスノキ，ヤフニ

ヌケイ，タフなどの新葉に多く産卵する。

Papilio machaon hippocrates C. et R. Felder 

キアゲハ

干官、 1960年代には普通にみられ，ノダケ，シシウド

などを幼虫は食べていたが，現在は秋に稀れに

見られる程度に減少している。なお，食草：は減

少したようすはない。

Papilio xuthus Linne 

アゲハチョウ

普通， 4月～9月頃圏内どこにでも見られアゲハ科の

中ではも っとも数が多い。圏内ではキハダ，食

草園ではカラタチに多く産卵する。

Papilio protenor demetrius Cramer 

クロアゲノ、

普通， 4月～9月こく普通にみられ，アゲハ，アオス

ジアゲハとともに比較的多い種といえよ う。圏

内ではキハダ，食草園ではカラスザンショウに

多く産卵する。

Papilio helenus nicconicolens Butler 

モンキアゲハ

稀． 1952年には記録がないが， 1959年夏期に目撃，

その後夏期にごくわずか認められる。197lfj＇.は

5月， 6月に事務所前，食草園で記録，幼虫は

キハダを食べているようである。

Papilio bianor dehaanii C. et R. Felder 

カラスアゲハ

普通， 6月～10月まで比較的多いがクロ アゲ、ハほどで

はない。キハダ，コクサギに産卵し，食草園の

カラスサ‘ンショ ウにもつく。

Papilio maackii tutanus Fenton 

ミヤマカラスアゲハ

極稀＇ 1958年 8月， ’59年 4月に記録がありその後1961

年まで認められているがそれ以後記録はなく，

1971年の調査にも現われていない。

PIERIDAE シロチョウ科

Pieris rapae crucivora Boisduval 
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モンシロ千ョウ

普通．現在もよ く見られるが圏内ではズジゲロシロチ

ョウの方が個体数は多い。

Pieris melete Mfo '.tries 

スジグロシロチョウ

普通 モンシビチョウと同時期に出現し．幼虫はイヌ

ガラシ，ナズナなどを食べている。

Anthocaris scolymus Butler 

ツマキチョウ

極稀， 1952年の目録に記録されているが，1958年には

すでに認められず，それ以後現在までま 勺たく

認められていない。

Eurema hecabeπlandarina de l’Orza 

キチョウ

普通町現在もよ くみられ，春期よリ秋期に個体数が多

く，ハギの花に多く飛来している。

Eurema laeta bethesba Jansan 

ツマグロキチョウ

稀． 1960年頃までは比較的多く認められたが，現在

は稀で1971年インセクタリューム前のメドハギ

に産卵中を目撃。

Colias erate poliographus Motschulsky 

モンキチョウ

普通，現在もアカツメクサに飛来し産卵するが秋期の

方が多く目撃される。数はそう多く ない。

LYCAENIDAE ンジミチョウ干ヰ

Narathura japonica Murray 

ムラサキシジミ

極的 1952年に記録されているがそ れ以後記録はな

く，現在も見られない。

Artopoetes pryeri Murray 

ウラゴマゲラシジ ミ

極稀. 1952年の円録；こ記載されているが，現在は全く

見られない。

Japonica lutea Hewitson 

アカシジミ

傾稀. 1952fjoに記載され，1958年 l凶目撃した以外，

現在は全く認められなL、。ただし，食草のクヌ

ギ，コナラは圏内に多く自生している。

Japonica saepestriata Hewitson 

ウラナミ アカシ ジミ

極稀， M種と ｜司様自然教育園動物目録に記録されてい

るがそれ以後の記録はない。

Favonius orientalis Murray 

オオミドリシジ ミ

極稀，この積も現在はま ったく見られない，食草とし



てf;J:クヌギ，コナ ラ。

hlbergia ferrea Butler 

コツノ、メ

1返陥. 195；！，年の目録L記録されているが，ここ数年は

全く見られない。食草のガマズミは圏内に多く

自生している。

Taraka harnada Druce 

ゴイシジ ミ

普通．現在もよく事務所j協，園東側のササ群落あたり

で6月～ll月頃まで見られる。

Lycaena phlaeas dairnio Seitz 

ベニシジミ

普通，現在も 4月～10月頃によ く見られ，幼虫、はギン

ギシを食べる。個体数はそう多くなu、。

Larnpides boeticus Linne 

ウラナミ、／ジミ

普通，現在でもみられる種の lつ。ただし本闘では 8

月以後に限る。

Everes argiades hellotia M’n’tri占s

ツノ〈メシジミ

普通.1952年以後の記録も多く現在でも 4月～11月頃

まで多数みられる。

Zizeeria rnaha argiaル1・ n tri €s 

ヤマトシジミ

普通，現在でも 4片～9月にごく普通に見られ個体数

も多し、。また本｜覇での飼育例では幼虫およびMi

で越冬する。

Celastrina argiolus ladonides de l’Orza 

／レリ シジミ

普通，現在でも 4月～9月によく見られる種でシジミ

チョウ科の中では前種とこの種がも っとも多数

生息している。

CURETlDAE ウラギンシジミ科

Curetis acuta paracuta de N ic ~ v ille 

ウラキ．ンシジミ

稀， 1953ftムにも記録され，’70年，’71年と引き続き

記録されているが数は非常に少ない。

DANA I DAE 7 タラチ ョウ干ヰ

Caduga sita niphonica Moore 

アサギマタラ

稀；； 毎年 I～2頭の程度で1971年 9月16日， 三叉路

付近を飛んでいるのを 目撃。

UBYTMEIDAE テン グ千 ョウ科

Libythea celtis celtoides Fruhstorfer 

テングチョウ

極新；： l 952ft＝昆虫目録に記載されているがその後の記

録はなく，現在もま ったく 見られなし、。なお食

草のエノキは自生し多い。

NY恥1PHAL1DAE タテハチョウ科

Neptis aceris interrnedia W. B. Pryer 

コミスジ

稀． 1960年頃まではやや稀，以後少なくなり，年 1

～2回程変目撃するにとどまり，現在も稀れに

見られる。

Vanessa cardui Linne 

ヒメアカタテハ

稀． 1958年～1970年の秋期にハハコグサに産卵する

のをみかけられたが，数は多くなし、。1971年で

も秋には見られたが，暖めて飼育する以外本閣

内では幼虫越冬は出来ないように思われる。

Vanessa indica Herbst 

アカタテハ

J総 比較的秋に多くみられるが，現在は個体数がか

なり減少していると思われ，そう多くないo

Kaniska canace no.japonicurn von Siebold 

ノレリタテノ、

普通．現在も比較的よく見られ，幼虫はホトトギス，

サルトリイバラを食べる。タテハではキタテハ

とこの種が多い。

Nyrnphalis xanthornelas japonica Stichel 

ヒオドシチョウ

極綿. 1952年記載されているが， 1960年以後その姿は

全く認められず，1971年調査でも見られていな

い。食草としてのエノキは自生している。

Polygonia c-aureurn Linn ~ 

キタテノ、

普通；タテハ中で最も普通にみられる種類で，現在も

数は少なくなし、。早泰の 日だまりに越冬した成

虫をみかけることがよくある。

Apatura ilia substituta Butler 

コムラサキ

極稀. 1952年の記載以後．その記録はない。

Hestina japonica C. et R. Felder 

コヂマダラチョウ

普通，数はそう多くないが，毎年記録され幼虫はそ雪

高くないエノキに多くみられる。

SATYRIDAE ジャノメチョウ科

Ypthima argus Butler 

ヒメウラナ ミジャ ノメ
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1965年 8月， ミド リヒョウモンを l頭目撃したが，そ

れ以前もそれ以後も目撃記録はない。

Damora sagana liane Fruhstorfer 

メスグロヒョウモン

196:3年7月，メスグロヒョウモ ン♀ l頭を目 撃し た

が，その前後には全く記録されていない。

Argyreus hyperbius Linne 

普通，現在もよくみかける種の一つであるo

Minois dryas bipunctatus Motschulsky 

ジャノメチョウ

極稀， 1952年の記録以後の記録はない。

恥1ycalesisgotama fulginia Fruhstorfer 

ヒメ、ジャノメ

ツマグロヒョウモン

1 95：~年 8 月 ， 1 95：：！年 10月， 1961年 8 月にそれぞれ成虫

l 頭の目撃記録がある以外は， 全く記録がない。

以上3種の食草はスミ レ類であり，闘内には， 1965{!-

当時12種類が生育していたが，いずれの種も次代の成虫

の飛来目撃記録はなされていないので，おそ らく 逃げた

ものが飛来したものと推定される。

Ladoga glorifica Fruhstorfer 

普通，現在もよ く見られる。

Mycalesis francisca perdiccas Hewitson 

コジャノメ

普通，現在も 5月～10月頃光の弱レ、林内や曇天などに

よくみられる。

Kirrodesa sicelis Hewitson 

アサマイチモンジ

1959年，当時飼育中のものが逃げ出し， 8月に成虫 4

～5頭を目墜したが， 1960年以後は， 全く認められてい

ない。なお，本聞には，食草となるスイ カズ、ラ等は比較

的多数自生している。

Dichorragia nesimachus nesiotes Fruhstorfer 

スミ ナガシ

19664'10月，食草厨のアワブキに幼虫13頭， 1968年11 

月，同じく 食草闘に幼虫2頭を発見した以外，この記録

はなし、。おそ らく， 他で飼育中のものが逃げ出し産？llし

たのではないかと推定される。

ヒカゲチ ョウ

1952年に記録されているが，その後は少なくな

り（？〉現在はほとんど見られなくなった。

Neope goschkevitschii Menetriをs

キマタラ ヒカゲ

普通，現在も 5月～9月頃まで普通に見られ，これら

ジャノメチョ ウ科は比較的闘内には多くみられ

る。

稀，

つぎに，放蝶あるいは，他マ飼育中のものが逃げ出し

て飛来したのではないかと思われる種が圏内で目撃され

ている。これらの種はつぎの通りである。

自然教育園における蝶類の槻略

今回の記録調査および実施調査とを比較すれば， 195~

年に 8科49種が記載されていたものが，8科35種が確認

されたにすぎなかった。また. 1952年の昆虫目録と今回

の調査結果と を科別による種類数で示したものが Table

lである。表によ っても明らかなように，アゲハチョウ

Ill 

HESPERIIDAE 

Choaspes benjaminii japonica Murray 

アオパセセリ

1967年春期から1970年秋期まで，わずかな個体数では

あったが，食草闘に植栽されているア ワブキに幼虫が発

見された。現在はいないよ うである。なお，本園には，

アワブキが 1本自生していたが1965年には枯死し てい

セセリチ ョウ手斗

自然教育園における科別種類数の変化

調査年 I I 
-... 1952年種類数 I1972年種類数
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科名

セセリチョウ 科

アゲハチョウ 科 l
シ ロチョウ科 ；

シジミチョ ウ手十 ！

ウラギンシジミ科 l
マダラチョウ 科

テングチョウ 科

タテハチョウ 科

ジャノメ チ ョウ干斗

アゲノ、チョウ干ヰ

ジャコウアケ‘ノ、

1965年，食草閣にウマノスズクサが植栽されて以来，

ジャコウアケ、ハを放 したが，その後毎年食草闘で繁殖す

るのが認められた。しかし，ビールスなどによ って1971

年春植栽されたウマノスズクサの枯死により ，現在は生

息していない。なお，圏内には，ウマノスズグサ等食草

になるものはほとんど自生していない。

PAPlLIONIDAE 

Byasa alcinous Klug 

ーヨ
”

タテハチョウ科NYMPHALIDAE 

Argynnis paphia geisha Hemming 

ミドリヒョウモン



Fig. l 自然教育園内における蝶類の消長

種 名
1948 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 

ミヤ 7 セ セ リ d、材J叩叫

ダイ ミョ ウセ セリ

キ 7 タラセセリ

コチャ パネセ セリ

オオチャパネ セセリ

チ ャ パ ネ セ セ リ

イチモンジセセリ

ア オ ス ジ ア ゲ ハ

キ ア ゲ ノ、

『／ ゲ ，、

ク ロ ア ゲハ

モ ン キ ア ゲ ノ 、

カラスアゲハ

ミヤマカラスアゲハ 一山…，.－，.•.鋭 ... 主主

モ ンシ ロ チ ョ ウ 、

スシグロシロチ ョウ

ツマキチョウ

キ チ ヨ ウ

ツマグロキチョウ

モ ン キ チ ョ ウ

ムラ サ キ シ ジ ミ

ウラゴマタラシジミ

ア カ ン ：ノ、， 、、、
問問..... 付 〈 お . .

ウラナミアカシジミ

ミズイロオナカ‘シジミ

オオ ミ ド リ シ ジ ミ 一同

コ 、、1 ノ、。 メ 間鳩山…

コーインシジミ

J、、 ン ：ノ 、

ウラナミシジミ

ツ ノ 〈 メ シ シ ミ
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ヤ マトシジミ

／レ てノ ン、 、

ウラギンシジミ

アサギマタラ

テンケチョ ウ

コ 、 ス 〆／.. 

ヒ メアカタテノ、

カ タ ア ノ、

／レ タ ア ノ、

ヒオドシチョウ

キ タ T ノ、

コ L、 フ サ キ

ゴマダラ十ョウ

ヒメウラナ ミ／ヤノ メ

ンヤ ノ メチ ョウ

ヒメジャメノ

コ ニノ 守’ ノ メ

ヒ カ ゲチョ ウ

キマダラヒカケ

IL fijlJ ・・・・i'f;:j泊にみられるE塁率国やや柿 E二二コ柿

科，マダラチョウ科を除く 6科に お い て 種類数が減少 リ科，ミカン科などの植物であり，自然教育圏内に現在

し，特にシジミチョウ科において著しいが，これはオオ でも多く自生していることから，これら種個体群の存続

ミドリ シシミな どのいわゆるゼフィルス煩が絶滅したこ はまちがし、ないと思われる。 一方アゲハ，クロアケ、ハ，

とによるものである。さらに，今回の調査でもモンキア カラスアゲハは刀ラタチ，サンショウ，ミカンなどを，

ゲソ、の生息、が確認された。 アオスジアゲ、ハ（まクスノキ，ヤブニッケイなどを食草と

つぎに，自然教育園内の蝶類について各種別にその消 しているが，これらの楠物4立比較的住宅地の庭木あるい

長をみると概ね Fig.lに示すようであると思われる。す は公園緑地の樹木として植栽されているもので， 都市の

なわち現在自然教育圏内において個体数が減少して稀に 中でも比較的縁の多い住宅地などにアゲハチョウ類が多

しかみられなくなった種類は，その幼虫の食草が全くな くみられることの一因となっているとも考えられる。ー

いわけではないのに，キアゲハ，ツマグロキチョウ，ウ 方，ジャノメチョウ科の食草はススキ，チヂミザサ，ア

ラギンシジミ，コミスジ，ヒメアカタチハ， ア カ タ テ ズ、マネザサ，エノコログサなどのイネ科植物が多いが，

ρ，ヒカゲチョウの 5科 7穫に及び，従来から生息個体 林床植物あるいは草地 （荒れた耕地など〕に多くみられ

数の少なかったモンキアゲノ＼アサギマダラとともにい ることから比較的緑の多い住宅地にも多いのではなし、か

づれ絶滅してしまう種類かもしれなし、。 と推定される。いずれにしろ， この 2科の蝶類は現在の

今回の調査で種類数，個体数ともに比較的多く確認さ ところかなりの個体数が本園に生息している。

れたものにアゲハチョ ウ科，ジャノ メチョウ科があげら このほか圏内にはモンシロチョウとスジグロシロチョ

れる。このうちアゲハチョ ウ科の食草はクスノキ科， セ ウの 2種も多く生息しているが，今回の結果，モンシロ
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千ョウよりスジグロシロチョウの個体数が多いこ とがわ 多く， 食草がありながらその食草である樹木の成長が次

かった。この 2種の蝶はともにキャベツ，アブラナ，イ 第にゼフィルス類を減少させていった一因となったかも

ヌガラシなどアブラナ科の植物を食草に しているが， 実 しれない。

験的に食草闘でこれら食草を植えて調べた結果，モ ンシ わずか20年間程度でこのようなはげしい変動がみられ

ロチョウはキャベツを，スジグロシロチョウはイヌカ‘ラ たことの原因については，それぞれの生活史の詳細が明

シを好む傾向にあること が明らかになった。このような らかにならない現在すぐに結論づけるわけにはいかない

噌好のちがいによ ってスジグロシロチョウが優占する要 が，圏内生態系の変化，あるいは都市環境下という特殊

図となっているのかもしれない。 な条件を考えると環境汚染による蝶の体内の生理機構の

現在では絶滅してしま ったものと考えられるオオミド 異常によ る死亡なども考え られるが前述のように推論の

リシジミな どのいわゆるゼフィルスの幼虫の食草はクヌ 域を出るまでには至っていない。

ギ，コナラ， アガガシなどのブナ科植物であり ，成虫は 今後，さらにこれらの点について，継続観察をつづけ

1. 5～3m くらいの木に産卵する傾向があるといわれて ながら明らかにして行きたい。

いるが，圏内のこれらの樹種は5～20mの高さのものが
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